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いなくて、大学に入ったら演劇をやってみたいなと思っ サークルに入りました。小林
 
みなさんすごく演劇に対して情熱が
ある中でこん こと言うのは申し訳ないんですが、私は舞台でお芝居をすることや演劇に対して苦手意識があります。わざとらしくなってしまうのが苦手でした。中学・高校の時も行事と てあったの すが、なるべく関わりたくないなと思いつつ仕方 く といった感じでした。その時は音楽も自分たちでつくらなければならなかったので、そこに関わりました。大学に入って ぜ語劇の代表をやることになったのかというと、一人もやりたいっていう人がいなかったからです。こ ままだと語劇自体がなく るという話になってそれはまずいんじゃないかとい こ で代表をやるこ になりました。だ らすごく消極的な関わり方だ たんです。石岡
 
私は小さい頃からずっと、クラシッ
クバレエやヒップホップ どのダンスをやていて、それをやめた時に身体表現 好きということに気が付いたんですが、小学生の頃からミュージカル好きな母親の影響でミュージカル映画をよく観ていまし 。劇団四季の公演や海外から招聘され やってくるカン
パニーのミュージカルを観るのがとっても好きです。高校の時に学祭で演劇をやったのですが、そこから演出をやるようになりまし 。私は作品ありきで、それにこうい 演出をつけたい、こういう舞台にしたいというのがあります。語劇に関しても、一年生の時から出をやるんだったらこの作品がやりたいと思って「シェルブールの雨傘」を選びまし 。他者とのコミュニケーション――演劇づくりで重視している点は何ですか安東
 
僕は基本的に、演出も脚本も音響も
全部口を出したいけど、サークルとして 一人が独裁的になるのは良くないじゃな ですか。サークルはみんなが楽しめる場でありたいと思います。と同時に本当は自分がやりたいこと みんなが楽しむこと バランスをとるのが大変で、そこ サークルの難しさでしょうか。やっぱり良いものをつくろうと思ったら、その中でしんど こととかありますよね。だから 時に大事なの コミュニケーションなんだと思います。自分が不満であるとか、こうしたいなと思った時にそれを口に出さない人が多いのですが、言ってほしいん
ですよ。話し合ったらどこかで糸口が見つかる。ちゃんとこうしたい、という思いを伝えてやっていけたら、演技も変わっていくんじゃないかなって。新宅
 
ちゃんとコミュニケーションをとろ
うねっていう話は毎回あがるし、我々は劇団である以前に大学サークルだか 人が代わっていなくなっていくんですね。 ら、一人のカリスマに頼ると 性質だと劇団 て続かないん すよ 。演出一人に頼るというよりは、それぞれが意見を言って、それを演出がまとめる形にしたほうがい よね とうような話も出て ます。今、一人ひとりの関わり方をつくる方向にシフトしていってる感じがします。演出は何を きゃいけないのか、ど い ふうに関わらなきゃいけないのかというのを演出以外の人もわかってて、理解を示す。結局、自分がつらいと思ていることに想像力を働かせて他の人にも気を遣えるようになるのが一番大事 のかなと思います。――語劇ではどうでしたか？小林
 
劇にリーダーとして関わるのは初め
てだったので、何をやればいいのかわ らな
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外語祭において外大生は、自らの専攻語を用いて「語劇」を制作する。それは、単に言語学習の成果を発表するだけの場ではない。 「一つ 演劇作品をつくる」 ことを経験するのだ。 それ 加え、 外大には多様な演劇サークルが存在する。今回は様々なかたちで演劇に携わった外大生が集い、その醍醐味について熱く語り合った。
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――まずは自己紹介として演劇との関わりについて教えて下さい。石岡
 
私はミュージカルが大好きで、小さ
い頃から沢山観てきています。でも演劇部には所属したことがないので、本番に向け 作品をつくるのは外語祭の語劇 二回目でした。小林
 
私は語劇の代表をやっていました。劇
は中学・高校・大学それぞれでやりました。もともと劇が好きなわけではなかった すが、語劇でこれまでと違うことも色々あったので、そのことについてお話 できればと思います。新宅
 
大学の演劇サークル・劇団ダダン
二〇一六年度の代表で、今も在籍して ます。
語劇では主だった役割は果たしていないのですが、エキストラや事務作業、大使館訪問などを担当しました。元々演劇は好きなほうだったので、大学の演劇をやってみたいなと思ってダダンに入りました。安東
 
大学一年生から三年生の四月、五月
くらいまで、わらわ座という サークルに入っていました。今は六月頃に新 く、 「劇団空社」を立ち上げて代表をしています 語劇では、脚本も担当しました。――演 に関わるきっかけは？安東
 
わらわ座という劇団は僕が大学に入
学し とき、日本語科の先輩が立ち上げてか
ら二年目程でまだ新しく、語科の繫がりで引っ張 れたのが始 りです。最初は映画をやりたかったので一応映画のサークルに 入っていて、映画も撮ってい す。演劇をやるつもりはなか たのですが、脚本を書く場にはなるかなと思って入りました。新宅
 
小さい頃から演劇は好きだったんで
すけど、特に何かをするというわけではなくて。学校の行事などでは楽しんでいましたね。あと、国語の授業で音読するじゃないですかそういうのが楽しくて、結構気合入れて読んでいました。そういうとき 褒められた経験が嬉しくて、演劇を始める人もいる います。中学・高校では演劇サークル は入っ
聞き手
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オリジナリティとは石岡
 
やっていくうちに自分のつくってい
るものが、単なる先人へのオマージュの集合体だと思うことないですか？
　
それで、オリ
ジナリティとは何かと うジレンマに陥ったときもありました。安東
 
究極的にいったら、なんでもそ な
のかなと思いますけど。ただ、真似しているのではなくて経験してきたものを出して、自分で感覚を掴みにいく。それが掴めたらすごく嬉しいんです。そのために結構、苦しい思いをしなきゃいけ い。真似から入っていろいろやってみてうまくいかな と 、新 いものをやりたいっ 成長して、でもうまくいかなくて面白くな と う を繰り返す。自分でフィードバックを何回かすることで、そういう回路はできてくると思 ま 。――創作過程に産み 苦しみはありますか？石岡
 
いや、楽しいですよ。
小林
 
楽し 。
石岡
 
苦しいことには苦 。楽しい楽し
いって思って作業するんですけど、ふと立ち
止まると「自分のオリジナリティはどこにある？」という瞬間はなくはないです。特に語劇では振り付けの分野にそれが出て、いろんなところから自分の好きなものを抜い きただけだ 感じました。その話を知り合いの俳優の人にしたら、 「 だけの経験じゃなですか。同じ組み合わせはない。 がつくったという時点でそれはオリジナルだと思えたら勝ち」と言われて、確かにそれも うだよなと思いました新宅
 
演劇をやりたいと思うのも、そもそ
も他のところで演劇を観て、 「あ、いいな。自分 やりたい」 「真似 い」という気持ちから始まるし、組み合わせも、組み合わせてできたものも、それが自分のオリジナリティなのかなと思います。安東
 
新しいものを生み出したいと思わな
いとだめだと思いますけどね。うまくやろうとするのは大人になってから、もっと経験を積んでからでいいと思うんですよね。うまくなくてもい から、若いんだ 内から出てくるオリジナリティや やりた ことをバーンッとぶつける いう感じで。――既成作品を扱う過程で、どこかで自分が
出るのでしょうか。安東
 
結局、一回は観客になっているじゃ
ないですか。その時点で他の観客とは違ったキャッチを し、つくり手とはまた別の見方をしている。それを経由したら違うものになるんで ょうね新宅
 
どんなにこの人の作品が好きと言っ
ても、絶対に自分とは何かしら一致 ないところがあるから、それがオリジナリティなのかなと思います。観客との対話――演劇だからこそできること、できないことは？安東
 
それはテーマというか、ずっと考え
ていることです。映画でし できな を映画でやりたいし、 でしかできないことを演劇でやりたいと思っています。別にどっちでもいいじゃん、 いうのはやりたく いと思って、ずっと ってきてはいるん すけど。やっぱり肌で感じるのは演劇のほうが即時性というか、その場 って るので臨場感がある 思 し お客さんとのコミュニケーションを直に感じます。僕が一回経験した
くて、とりあえず全部に関わっていました。でも、全部に首を突っ込んでしま たのが、他の人たちにも良くなかったのではないかなと思います。役者の人たちも最初は完全に頼ってきたの 。でも 本番の一週間くらい前に役者に自主性が生まれました。石岡
 
私たちは、完璧に私の一党独裁だっ
たんですよ。それでも立ち入ってはいけないというのが私とし はあって、個人の内面で何を思ってこの人がこのセリフを発話しているのか、というところまでは関わらないと決めていたんですよ。私が全体を何 仕切るのではなく、私は運転手ぐらいのつもりだからと言ったんです。だから発話のもとになる根拠や感情は、自分たちで情報収集してねって。そこまでは演出家の が関わるものじゃないし、私に言われて「そうだね」って飲み込んだと ても、自分が納得しなかっ それが演技に反映されないじゃ です 。逆に役者たちが思っていることと私の意見が食い違うことがあっても 本人が納得してやっているのだからそれで良いんじゃないか って思うこと してました。
演劇への苦手意識と言語の関係――語劇における外国語経験をとおして、演劇に対する姿勢や考え方は変わりましたか。小林
 
ちょっと変わりましたね。最初に言
ったように、演劇そのものに対する苦手意識があ て、日本語がネックになっていたのではないかと思います。日本語って一言一言はっきり言わないと伝わらないじゃないですか。でもロシア語は、文頭の数 聞こえて れば、あとは語尾変化し るだけなので聞こえなくても伝わるんですよね。それで 時は先生たちから文頭の、ちゃん 発音してないとその言葉だってわからないようなところだけははっきり言うように、それ以外は普通にロシア人が話している 波みた な感じで話して いよという指導があって。発話の時点 わざとらしさはなかったんですねそのことでなんとなく今まで演劇に対して持っていた苦手意識が、ロシア語だと薄れ のかなというのは ました。石岡
 
私、外国語曲の日本語詞というのに
猛烈にアレルギー反応を示すタイプなんですよね。日本語にした瞬間に、なんで同じメロ
ディーでこんなにださくなるんだろうと思ってしまうん す。ミュージカルはそれが如実に出ると思っていて 「シェルブールの雨傘」を日本語よりフランス語でそのままやったほうが、良い作品になってよかったかなと思います。日本語にすると良さが半減してしまうと思うのはなぜか ついては、今後個人的に考えていきたいテーマです。安東
 
さっき小林さんがおっしゃったわざ
とらしいというのは僕も最初ずって、演劇が苦手でした。沢山観てきたわけではないですけど、そう うイメージはありす。でも最近、現代口語の演劇というのが主流になっていて。普通に今こ やって喋っいる感じを舞台上 もやるとい ものが出てきて て、僕もそっちが好きなんです。形式を重視したものと、リアリティを重視したものというのは全く別物で。形式を追求していったら歌舞伎みたいなものに るか れないし、シェイクスピア どちらかというと形式を重視しているし。あ いは、ダンスはどうなのか。ダンスもある種形式的な のの体系に含まれるのかな、とか。そのよう ことを思うと、最近は色ん 演劇が楽 めるようになりました。
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のが、 二年生の時にやった「カラスの長風呂」という劇で、最初に僕ともう一人の掛け合いのシーンがあって、そ ときにお客さんがものすごく笑ってくれたんですよ。笑いを待ってセリフを言うくらい。その後もずっと客席の笑いが止まらなくて、気持ち いい体験をしました。それで二日目にまたそういう感じになるのかなと思っていたら、全然笑いが来なかったんです。今日は違うなって感じました。それくらいお客さんによって演劇が変わってくる。そういうのは演劇ならではだと思います。――語劇においては観客を意識されますか？石岡
 
そうですね。私は一回や二回で本番
が終わるというものしかやったことがなくて、同じ演目を複数日連続し 公演をしたことがないので、観客との対話が成立したとい 体験は です。語劇 しては、役者同士の対話は重視していたのですが、そこ 視点 欠けていたのかもしれない 。もっと観客を意識すればよかったなと思 ました。小林
 
私たちは喜劇だったのですが、ロシ
アで毎年新年にやっている映画を劇にしてやりました。ロシア人が観たら爆笑するけど、
日本人には笑えないような内容でした。なので正直笑いをとれると思っていなかったのですが、当日は日本人もロシア人もすごく笑ってくれてびっくりしました。そういうのは演じている人が一番感じるじゃないですか。そうしたら役者の子が今までにない演技をみせていて。観客がいるだけでこんなに役者に良い影響があるんだなと思いました。観客のおかげで良い演劇ができた いう感じがします。演劇における、点と線――演劇では脚本、演出、 者など、それぞれの意図が対等 反映されますか安東
 
もちろん相互作用だとは思います。た
だ、演出と役者の関係というのに持論があって、演出は点だと思うん すよ。役者の べきことが線というか。演出は一個一個ここでこういうふうに動 てほしいというのがあったとしても、それを手取り足取り言って たら役者の感情とリンクしない。でも最低限の、ここでこっち向 てね、こう 表情みせてね、という点を少しずつ打っていくんですよ。それをなんとか通過 ながら自分なりに落し込んだ、納得いった感情の動きを身体で表
現するのが、役者の仕事なんです。もちろんその点が無理なところにあったら、ここ通れないよってなるだろうし、そこは相談しないといけない。新宅
 
なるほど、点というのは条件みたい
な感じですよね。それも納得しま たし、逆の考え方もあって。私はどちらかというと役者が点で、演出が線か と思っています。演出はまとめる仕事だと思うんですね。例えば、役者がセリフを読んでいてど してもうまく言えないという は 脚本に書いてあるキャラクターと役者が想像したキャラクターが違うからで。それ 点と点だとして、それを繋ごうとするのが演出はじめスタッフや周りの役者の役割で、繋いで って最終的に全部ひとつになる、というのが舞台なのかな。役者が点を くって その点を るべく殺さ いように上手く繋いであげ の役割だと思います。私は脚本を書 ていて、全体流れを優先し ぎて役が展開を呼ぶためだけの駒や一回の手段になってしまうことがありました。でも、どんな 小さ モブだとしてもその人にはその人の人生があって、それが絡み合った結果、全体が生まれてい んだ思います。
語劇を経験する新入生へ――新入生に向けてのメッセージをお願いします。石岡
 
語劇のワークショップで、やりたい
人もそうでない人も混ざっている団体でやるうえで、作品の完成度に重きをお てみんなでバチバチでいく か、それともみんなの和を重視してほんわかやるのかという話があって、どの団体もこれにぶつかると思うんですよ。私は、究極的にはそれが両立できるんじゃないかなと思います。ワークショップに出た当初は、作品の完成度を重視するならバチバチでいいじゃん と思っていたんです。でも終わってみて、バチバチにする しても喧嘩で終わらせずにみんなが納得でき よう話し合いをすること っ 折衷を出せると思うんですね。だから、良い意味で論争とか討論を恐れずにやってほしいです。なあなあで妥協するんじゃなくて、みんなが納得いく話し合いをしたうえで ら、どっちも両立できると思います。小林
 
そうですね。私たちはやりたくない
人が多めだったの すが、やりたく い人に
対して喧嘩を売るのではなく、あなたは の役割でお願いしますというふうに細かく指示を出して、それならできると思ってもらう。みんなができることを重ねていけば、最終的な成功に繋 ると思います。もちろんいざこざはありましたけど 最後にはみんなが笑って終われるようになっていけばいいし、それが語劇の醍醐味だと思います。――語劇だけでは く、演劇に関心をもつ新入生に向けてお願いします。新宅
 
語劇が終わってしまうとそれ以降、本
当に語科でのイベントがなくなってしまうんです。だから語劇の中で、演劇作品として仕上げたいというのもあるし、 科 みんなで思い出をつくりたいというふうに、一人ひとり想いは違うと思うんです。違うままでもいいので、自分はどうして語劇をやろ と思うのかを認識するところからスタートす のもいいと思います。外語大の演劇に関していと、日本語劇 団体も複数になっ 、ＥＳＳのドラマセクションやロシア語劇のコンツェルトもありますし、日本語でも外国語でも演劇をする機会や場所が増えていると思 んすね。演劇は、立って話をしたり ご飯 食
べたり、時々喧嘩したり、普段やっていることをそのまま舞台の上にのせて芸術にしなきゃいけないという難しさがあるんですけど、そこが奥深くて、演劇独特の面白さだとます。演劇の世界に入ってみないとわからない面白さがある で、是非やってみてほしいです。安東
 
演劇はださいと思っている人もいる
かもしれません。僕もそうだった で。色んな演劇があって、日常でのしぐさも舞台上での演技もそんなに変わらないものだと思うしそこに境界線を引きたくない。演劇という言葉に縛られて 遠い世界のものだと思わないで、普通に表現するものを観に行くという感覚で来てほしいし、参加してほし と思います。
───二〇一九年二月七日
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